
資
料
紹
介

正
徹
の
自
筆
懐
紙
・
短
冊
拾
遺
（
そ
の
。
）

本
誌
第
九
十
四
号
（
昭
和
五
十
七
年
六
月
刊
行
）
　
に
「
正
徹
の
自
筆
懐
紙
・

短
冊
拾
遺
（
そ
の
こ
」
と
し
て
、
自
筆
懐
紙
九
枚
と
自
筆
短
冊
六
枚
と
を
紹

介
し
た
。
今
回
は
、
前
回
の
後
を
受
け
て
、
そ
の
後
の
売
立
日
録
類
の
調
査
に

よ
っ
て
知
り
え
た
も
の
を
紹
介
し
た
い
。

な
お
、
歌
番
号
は
『
私
家
集
大
成
中
値
Ⅲ
』
所
収
の
正
徹
の
和
歌
関
係
資
料
に

ょ
る
。
ま
た
、
正
徹
の
既
知
の
和
歌
資
料
と
い
っ
た
場
合
は
、
「
草
根
集
」
の

ほ
か
に
、
「
永
享
五
年
詠
草
」
　
「
永
享
六
年
詠
草
」
　
「
永
享
九
年
詠
草
」
　
「
月

革
」
　
「
恋
歌
一
軸
」
な
ど
は
じ
め
、
拙
著
『
正
徹
の
研
究
中
性
状
人
研
究
」
の
詠

歌
資
料
集
成
に
含
ま
れ
て
い
る
和
歌
の
す
べ
て
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
回

と
同
様
で
あ
る
（
懐
紙
・
短
冊
類
の
表
記
は
目
録
類
の
そ
れ
に
よ
る
）
。

○
懐
紙
関
係

の
徹
書
記
三
百
懐
紙

詠
三
首
和
語

正
徹

夕
春
雨

①
ゆ
ふ
か
す
み
ま
き
の
戸
と
ち
て

ふ
る
雨
に
お
つ
る
も
み
え
ぬ

軒
の
た
ま
水

稲

　

田

　

利

　

徳

名
所
花

②
あ
ら
し
山
は
な
ハ
よ
し
の
1

故
郷
に
か
へ
ら
ぬ
雲
の

に
し
き
た
つ
ら
ん

祈
身
穂

③
い
の
ち
を
そ
な
か
く
と
い
の
る

逢
こ
と
に
か
ふ
る
は
か
り
の

身
と
は
し
ら
ね
と

こ
の
懐
紙
は
昭
和
五
年
十
二
月
の
『
某
家
所
蔵
品
入
札
』
目
録
（
大
阪
美
術
倶

楽
部
）
　
に
写
真
版
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
以
下
、
す
べ
て
写

真
版
に
よ
る
）
。
ま
さ
し
く
正
徹
の
真
筆
で
あ
る
。
①
②
③
の
三
首
と
も
、
正

徹
の
既
知
の
和
歌
資
料
に
み
い
だ
せ
な
い
新
出
歌
で
あ
る
。

∽
徹
正
記
懐
紙

詠
春
朝
山
和
謂
一
正
徹

④
花
の
色
に
い
つ
る

朝
日
の
う
す
く
も
り
ひ

か
り
そ
に
は
ふ
を
ち
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近
の
山

こ
の
懐
紙
は
昭
和
六
年
十
二
月
の
『
富
市
小
橋
屋
平
井
氏
所
蔵
品
入
札
」
日
録

（
京
都
美
術
倶
楽
部
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
正
徹
の
真
筆
と
認
め
て
よ

い
。
④
の
歌
は
「
草
根
集
」
巻
四
（
二
六
二
七
）
の
歌
と
同
一
歌
と
み
て
よ
い

ヽ

が
、
「
草
根
集
」
の
方
は
歌
題
が
「
山
肴
こ
、
初
句
が
「
春
の
色
に
」
と
異
文

が
あ
る
。
「
春
朝
山
」
の
歌
題
で
詠
ず
る
と
き
「
春
の
色
に
」
を
「
花
の
色
に
」

に
意
識
的
に
改
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
逆
の
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
が
）
。

刷
徹
書
記
和
歌
懐
紙

詠
三
百
和
訂

正
徹

閑
庭
薄
風

⑤
む
ら
す
ゝ
一
き
な
ひ
く
ハ
か
り
や

そ
れ
な
ら
む
あ
さ
露
お
ち
ぬ

庭
の
秋
か
せ

外
山
夕
鹿

⑥
な
く
し
か
の
お
も
ひ
の
色
や

ま
さ
き
は
ふ
外
山
の
碁
の

松
の
下
柴
後
朝
増
懸

⑦
わ
け
ゆ
け
ハ
ぬ
れ
そ
ふ
袖
そ

そ
め
ま
さ
る
別
路
に
お
ふ
る

く
す
の
葉
の
露

こ
の
懐
紙
は
、
昭
和
九
年
十
二
月
の

『
路
用
所
戒
品
入
札
』
目
録
（
東
京
美

術
倶
楽
部
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
正
徹
の
真
筆
と
み
て
よ
い
。
三
首
の

ぅ
ち
、
⑤
⑦
の
歌
は
既
知
の
正
徹
の
和
歌
質
料
に
は
み
え
な
い
新
出
歌
で
あ
る

が
、
⑤
は
「
草
根
隼
こ
の
巻
九
（
七
〇
二
〇
）
の
宝
徳
三
年
七
月
十
七
日
の
条

の
「
上
総
介
の
家
の
合
に
」
の
三
首
の
う
ち
の
二
百
と
嘉
す
る
。
相
互
に
異

文
は
な
い
。

聞
徹
書
記
詠
州
叢
問
螢
　
　
　
　
　
　
正
撤

の

⑧
夏
草
を
春
の
や
け
野
に
な
し
わ
ひ
て

も
ゆ
る
は
た
る
そ
影
あ
を
見
行

こ
の
懐
紙
は
、
昭
和
三
年
四
月
の
『
某
家
所
響
m
入
札
目
録
』
　
（
大
阪
美
術

倶
楽
部
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
正
徹
の
真
筆
と
み
て
よ
い
。
こ
の
歌
は

懐
紙
の
右
側
に
よ
せ
て
勇
＝
写
し
て
あ
り
、
左
の
三
分
の
二
は
余
白
と
な
っ
て
い

る
。
⑧
の
歌
は
正
徹
の
既
知
の
和
歌
質
料
に
み
え
な
い
新
出
歌
で
あ
る
。

㈲
僧
正
徹
和
歌
二
首
詠
葦

暁
山
　
　
　
　
　
正
徹

⑨
旅
ね
す
る
枕
の
夢
の
う
き
橋
も

遠
山
か
つ
ら
か
け
は
な
れ
つ
ゝ

夕
野

⑲
山
の
は
を
尋
か
ね
て
や
む
さ
し
野
ゝ

ゆ
ふ
目
に
か
か
る
遠
の
し
ら
雲

こ
の
懐
紙
は
、
昭
和
五
十
四
年
六
月
の
冒
心
文
閻
墨
蹟
資
料
目
録
』
　
（
第
九
十

号
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
二
首
の
和
歌
は
懐
紙
の
右
側
に
よ
せ
て
吾
写

し
て
あ
り
、
左
側
の
三
分
の
二
は
余
白
と
な
っ
て
い
る
。
一
見
す
る
と
、
正
徹

の
責
肇
と
少
し
か
け
は
な
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
も
受
け
る
が
、
そ
れ
は
速
筆
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に
よ
る
運
筆
か
ら
く
る
も
の
で
、
「
正
徽
」
と
い
う
署
名
な
ど
か
ら
み
て
も
真

筆
と
認
め
て
よ
い
と
思
う
。
⑨
⑩
の
二
百
と
も
に
、
正
徹
の
既
知
の
和
歌
資
料

に
み
え
な
い
新
出
歌
で
あ
る
。

㈲
正
徹
自
筆
和
歌
懐
紙

霞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
徹

㊥
い
く
た
ひ
か
を
と
ハ
あ
ら
れ
の
玉
た
す
き

お
も
ふ
に
ち
か
ふ
雪
け
な
る
ら
む

鹿

㊥
さ
を
し
か
の
ち
き
り
外
山
の
秋
か
け
て

か
は
る
ま
さ
木
の
色
う
ら
む
ら
ん

冬
月

㊥
氷
し
く
霜
夜
の
月
に
つ
く
鏡
の

こ
ゑ
や
千
里
の
ほ
か
の
明
は
の

神
祇

⑭
い
に
L
へ
の
我
父
母
そ
神
と
な
る

こ
の
世
に
す
く
へ
め
く
り
あ
ひ
に
き

こ
の
懐
紙
は
、
昭
和
五
十
四
年
二
月
の
『
日
本
の
自
筆
本
』
　
（
弘
文
荘
古
書
販

売
目
録
）
　
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
目
録
解
説
で
は
「
文
字
に
老
否
の
色
が

あ
り
、
よ
く
こ
の
孤
高
の
詩
人
の
性
格
が
現
わ
れ
て
居
る
。
」
と
す
る
が
、
一

見
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
正
徹
の
責
筆
と
は
運
筆
が
相
違
す
る
よ
う
な
感
じ
を

受
け
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
、
先
の
用
の
懐
紙
と
同
様
、
非
常
な
達
筆
で
書
き

流
し
た
形
跡
が
あ
る
の
で
、
目
録
の
い
う
よ
う
に
正
徹
の
真
筆
と
み
て
よ
い
か

も
し
れ
な
い
。

こ
の
四
百
は
、
目
録
の
解
説
も
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
草
根
集
」

巻
一
に
あ
る
「
侍
日
吉
社
宝
前
詠
百
首
和
歌
」
　
（
学
徳
二
年
三
月
）
　
に
す
べ
て

み
え
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
歌
順
は
若
干
相
違
し
、
㊥
＝
二
一
一
、
㊥
＝

一
〇
九
五
、
㊥
＝
一
一
一
〇
、
⑭
＝
一
一
五
三
と
各
々
一
致
す
る
。

ヽ

ヽ

ヽ

異
文
関
係
を
み
る
と
、
㊥
の
四
句
「
お
も
ふ
に
ち
か
ふ
」
は
、
丹
鶴
本
で
は

ヽ

　

ヽ

「
思
ふ
に
近
き
」
と
相
違
す
る
が
、
『
私
家
集
大
成
』
と
は
異
同
が
な
い
。
ま

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

た
、
㊥
の
二
句
「
ち
き
り
外
山
の
」
が
、
丹
鶴
本
で
は
「
契
外
山
か
」
と
相
違

す
る
が
、
『
私
家
集
大
成
』
と
は
異
同
が
な
い
。
逆
に
、
㊥
の
四
句
「
か
は
る

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ま
さ
木
の
」
は
『
私
家
集
大
成
』
は
「
か
ほ
る
ま
か
き
の
」
と
相
違
す
る
が
、

丹
酌
本
は
懐
紙
本
文
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
懐
紙
と
「
侍
日
吉
杜
宝
前
詠
百
首
和
歌
」
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
お
そ

ら
く
、
百
首
和
歌
の
中
か
ら
、
任
意
に
こ
の
四
百
を
選
ん
で
記
し
た
も
の
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
似
た
ケ
ー
ス
は
、
拙
著
『
正
徹
の
研
究
中
世
歌
人

研
究
』
で
も
紹
介
し
た
、
奈
良
市
春
日
大
社
蔵
「
春
日
御
法
楽
詠
百
首
中
五
首

和
紹
」
懐
紙
に
も
み
え
る
。
こ
の
五
首
は
「
草
根
集
」
巻
一
に
あ
る
「
侍
春
日
祉

宝
前
詠
百
百
和
歌
」
か
ら
任
意
に
、
春
歌
二
首
、
夏
歌
一
首
、
秋
歌
二
首
を
撰

抄
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
短
冊
関
係

の
撤
書
記
短
冊

－42－

①
落
　
花
ち
ら
は
ち
れ
お
し
ま
し
花
よ
世
の
中
の

こ
～
ろ
ま
か
せ
に
な
き
ハ
く
る
し
き
　
正
徹

こ
の
短
冊
は
昭
和
三
年
三
月
の
『
櫓
下
領
下
遠
藤
随
時
庵
氏
所
戒
品
貞
立
日
録
』

（
岐
阜
誓
扇
寺
）
　
に
掲
載
の
も
の
。
正
徹
の
貢
筆
と
み
て
よ
い
。
①
の
歌
は
、

「
草
根
集
」
巻
一
の
「
侍
春
日
杜
宝
前
詠
百
百
和
歌
」
　
（
宝
徳
三
年
四
月
）
　
の

う
ち
の
一
首
と
一
致
す
る
（
九
二
二
）
。
相
互
に
異
文
は
な
い
。



聞
徹
書
記
自
詠
短
冊

②
雲
外
周
初
し
く
れ
あ
ま
と
ふ
用
の
涙
に
も

そ
め
ぬ
ゆ
ふ
へ
の
雲
そ
色
つ
く
　
正
徹

こ
の
短
冊
は
、
昭
和
三
年
十
月
の
『
四
日
市
々
九
鬼
翠
醇
園
主
所
感
品
』
目
録

（
名
古
屋
美
術
倶
楽
部
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
正
徹
の
貢
筆
と
み
て
よ

い
。
②
の
歌
は
、
「
草
根
任
こ
巻
五
（
二
石
四
五
）
に
同
一
歌
が
あ
る
。
相
互

に
異
文
は
な
い
。

れ
な
い
。
「
前
摂
政
家
歌
合
」
の
正
徹
の
歌
が
・
自
筆
短
冊
で
み
い
だ
せ
た
の

は
、
は
じ
め
て
の
こ
と
で
珍
し
い
。

㈱
徹
書
記
短
冊

④
　
煩

見
て
も
う
き
秋
や
ハ
人
に
わ
す
ら
れ
ん

昔
の
月
の
夜
さ
む
と
も
か
な
　
　
正
徹

㈹
徹
書
記
短
冊

こ
の
短
冊
は
、
昭
和
六
年
五
月
の
『
描
出
款
聖
所
警
聖
貴
芝
目
録
（
名

古
屋
美
術
倶
楽
部
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
正
徹
の
責
肇
と
み
て
よ
い
。

④
の
歌
は
、
正
徹
の
既
知
の
和
歌
質
料
に
み
え
な
い
新
出
歌
で
あ
る
。

③
卯
　
花

一
こ
ゑ
に
身
を
や
は
捨
む
は
と
ゝ
き
す

ぅ
月
の
花
の
雪
の
山
人
　
　
　
正
徹

㈲
徹
書
記
短
冊

こ
の
懐
紙
は
、
昭
和
六
年
三
月
の
『
某
家
御
所
蔵
品
入
札
』
目
録
（
大
阪
美
術

倶
楽
部
）
に
掲
載
の
も
の
。
正
徹
の
真
筆
と
み
て
よ
い
。
③
の
歌
は
、
嘉
吉
三

年
二
月
十
日
に
開
催
さ
れ
た
「
前
摂
政
家
歌
合
」
　
（
浣
群
容
類
従
巻
四
一
〇
）

の
四
十
八
番
右
の
正
徹
の
歌
と
一
致
す
る
。
左
歌
は
、
定
衝
の
「
た
ち
か
ふ
る

な
ら
ひ
も
さ
す
か
つ
ら
か
ら
し
花
の
か
と
り
の
衣
也
せ
は
」
で
、
正
徹
の
歌
は
、

「
右
は
雪
山
の
童
子
半
偽
の
焉
に
身
を
捻
る
心
、
は
と
1
き
す
の
一
撃
に
お
も

ひ
よ
せ
た
る
、
め
つ
ら
し
き
に
つ
き
て
勝
侍
り
な
ん
か
し
。
但
千
載
集
に
俊
和
歌

に
、
な
と
て
か
く
思
ひ
そ
め
け
ん
ほ
と
～
き
す
ゆ
き
の
み
山
の
法
の
聾
か
は
と

侍
る
に
、
面
影
に
か
よ
ひ
侍
れ
は
、
い
か
1
と
お
は
え
侍
れ
と
、
狐
白
菜
を
ぬ

す
む
と
い
ふ
事
は
、
詩
宏
の
法
に
も
侍
れ
は
、
さ
の
み
こ
そ
侍
ら
め
。
」
と
判

定
さ
れ
勝
と
な
っ
て
い
る
。
相
互
に
異
文
は
な
い
が
、
歌
合
で
は
「
初
夏
」
の

歌
題
の
も
と
で
提
出
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
短
冊
で
は
「
卯
花
」
と
相
違
す

る
。
こ
れ
は
元
来
、
「
卯
花
」
の
歌
題
で
詠
じ
て
い
た
も
の
を
、
「
初
夏
」
と

い
う
歌
題
歌
と
し
て
も
不
都
合
で
な
い
の
で
、
歌
合
に
提
出
し
た
も
の
か
も
し

⑤
心
静
　
し
っ
か
な
る
心
に
身
を
は
や
と
す
ま
に

延
詩
い
く
世
の
月
の
か
け
め
く
る
ら
ん
　
正
徹

こ
の
短
冊
は
、
昭
和
七
年
六
月
品
講
鉦
…
望
所
響
貰
立
』
日
録
（
名
古

屋
美
術
倶
楽
部
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
正
徹
の
真
筆
と
み
て
よ
い
。
⑤
の

歌
は
、
「
草
根
焦
ご
巻
十
三
（
一
〇
一
〇
二
）
の
長
禄
元
年
十
二
月
十
三
日
の

条
の
「
恩
徳
院
歌
合
に
」
の
三
首
の
う
ち
の
一
首
と
一
致
す
る
。
相
互
に
異
文

は
な
い
。
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㈲
徽
書
記
短
冊

⑥
閑
中
燈
く
ら
く
な
り
又
あ
か
く
な
る
灯
の

消
ま
く
近
く
夜
ハ
ふ
か
く
し
て
　
正
徹

こ
の
短
冊
は
、
昭
和
七
年
十
月
の
『
拗
…
締
所
戒
品
入
札
』
目
録
（
東
京
美
術

倶
楽
部
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
正
徹
の
貢
筆
と
み
て
よ
い
。
⑥
の
歌
は
・

「
草
根
集
」
巻
六
（
五
〇
八
一
）
の
歌
と
一
致
す
る
。
罪
四
句
の
「
消
ま
く
近



ぐ
」
が
「
草
根
集
」
で
は
「
さ
え
ま
く
ち
か
き
」
と
異
文
が
あ
る
。

の
徹
正
記
短
冊

⑦
春
　
月
久
堅
の
月
の
か
つ
ら
も
も
え
い
つ
る

若
葉
の
か
け
や
猶
か
す
む
ら
ん
　
正
撤

こ
の
短
冊
は
、
昭
和
九
年
十
一
月
の
『
原
尚
焉
氏
所
就
品
入
札
」
目
録
（
大
阪

美
術
倶
楽
部
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
正
徹
の
真
筆
と
認
め
て
よ
い
。
⑦

の
歌
は
、
「
草
根
集
」
巻
一
の
「
住
吉
法
楽
詠
百
首
和
歌
」
　
（
永
事
十
二
年
三

月
）
の
う
ち
の
一
首
と
一
致
す
る
（
六
一
七
）
。
相
互
に
異
文
は
な
い
。

㈱
徹
書
記
短
冊

⑧
嶺
　
月
狼
の
上
の
あ
わ
と
そ
う
か
ふ
淡
路
か
た

む
か
ふ
い
こ
ま
の
み
ね
の
月
影
　
正
徹

こ
の
短
冊
は
、
昭
和
十
三
年
十
二
月
の
『
閑
楽
庵
所
赦
品
展
観
目
録
』
　
（
大
阪

美
術
倶
楽
部
）
　
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
正
徹
の
真
筆
と
み
て
よ
い
。
⑧
の

歌
は
、
先
の
⑦
の
歌
と
同
じ
く
、
「
草
根
集
」
巻
一
の
「
住
吉
法
楽
詠
百
首
和

歌
」
　
（
永
草
十
二
年
三
月
）
の
う
ち
の
一
首
と
一
致
す
る
（
六
五
五
）
。
相
互

に
異
文
は
な
い
。

以
上
、
自
筆
懐
紙
六
枚
と
自
筆
短
冊
八
枚
を
紹
介
し
て
き
た
。
自
筆
懐
紙
の

歌
十
四
首
の
う
ち
、
正
徹
の
既
知
の
和
歌
質
料
に
み
え
な
い
歌
は
八
百
、
自
筆

短
冊
八
首
の
う
ち
で
は
一
首
、
あ
わ
せ
て
九
首
が
新
出
歌
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
和
歌
懐
紙
・
短
冊
に
限
っ
て
紹
介
し
て
き
た
が
、
最
後
に
、

正
徹
の
自
筆
消
息
一
通
が
み
つ
か
っ
た
の
で
追
加
し
て
お
く
。
正
徹
の
自
筆
消

息
は
、
拙
著
『
正
徹
の
研
究
中
位
歌
人
研
究
』
で
は
、
広
島
大
学
文
学
部
国
史
研

究
室
蔵
書
状
、
今
治
市
の
河
野
信
一
記
念
館
蔵
書
状
、
そ
れ
に
『
日
本
書
流
全

史
』
　
（
小
松
茂
美
氏
著
）
に
紹
介
の
、
不
二
文
庫
蔵
書
状
、
波
多
野
幸
彦
氏
蔵

書
状
の
四
通
を
紹
介
し
て
お
い
た
。

こ
こ
に
、
大
正
十
三
年
四
月
の
『
積
翠
亭
神
戸
家
所
蔵
品
売
立
』
日
録
（
名

古
屋
美
術
倶
楽
部
）
に
、
「
徹
書
記
消
息
　
眞
珠
庵
添
状
了
音
極
」
と
し
て
一

通
が
み
え
る
。
非
常
に
小
さ
な
写
真
版
で
あ
る
う
え
、
不
鮮
明
な
と
こ
ろ
、
判

読
不
能
の
文
字
も
あ
h
ソ
、
は
な
は
だ
心
も
と
な
い
が
、
一
応
、
次
の
よ
う
に
解

読
し
て
み
た
（
な
お
、
不
鮮
明
な
所
や
判
読
不
能
の
文
字
は
空
白
に
し
て
お
い

た
）
。

不
寄
存
不
忠
代
～
在
所

先
借
出
侯
之
次
第
二
俣

此
間
之
在
所
地
主
と
の

式
を
［
∪
侯
程
二
卸
し
か
け
侯
と
も

向
後
も
同
退
二
令
侯
問

任
経
口
御
座
所

速
さ
か
り
申
侯
ん
事

無
念
之
事
侯
兼
又
重

□
一
合
拝
領
侯
様

所
之
式
侯
問
殊
大
切
二

又
賞
翫
無
極
侯
御

芳
志
之
至
毎
度
事
侯

難

姦

申

侯

□

夜

二

人
口
快
事
風
∪
甲
侯
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勇
以
面
自
可
申
侯

恐
～
敬
白

四
月
一
日
　
　
正
徹
（
花
押
）

書
状
の
内
容
が
今
ひ
と
つ
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
紹

介
し
た
四
通
の
書
状
と
比
較
し
て
み
て
も
、
正
徹
の
自
筆
と
み
て
よ
く
、
山
上
1
重

な
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
拙
著
で
紹
介
し
た
も
の
、
「
正
徹
の
自
筆
懐
紙
・
短
冊
拾
遺
」
　
（
そ

の
一
）
　
（
そ
の
二
）
で
紹
介
し
た
も
の
を
集
計
す
る
と
、
懐
紙
は
二
十
七
枚
、

短
冊
は
三
十
八
枚
、
書
状
五
通
と
な
る
。
室
町
期
の
在
野
歌
人
で
あ
っ
て
、
こ

れ
だ
け
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

正
徹
の
歌
や
筆
跡
が
人
々
に
珍
重
さ
れ
た
こ
と
の
あ
か
し
で
も
あ
る
。

今
、
私
の
手
元
に
は
、
疑
存
の
あ
る
も
の
を
除
き
、
正
徹
の
自
筆
懐
紙
・
短

冊
の
資
料
は
な
い
。
し
か
し
、
今
後
も
日
録
や
手
鑑
そ
の
他
に
発
見
さ
れ
る
可

能
性
は
充
分
あ
る
。
そ
れ
ら
を
あ
る
程
度
ま
と
め
て
、
（
そ
の
三
）
と
し
て
紹

介
す
る
の
は
、
遠
い
将
来
に
な
る
の
で
、
一
応
、
（
そ
の
二
）
　
で
、
し
ば
ら
く

一
区
切
を
つ
け
て
お
き
た
い
。

な
お
、
（
そ
の
一
）
　
に
誤
植
が
か
な
り
あ
っ
た
の
で
、
次
に
訂
正
し
て
お
き

た
い
。

31 29 28 28 27 表

上 上 下 上 下 紙

ひ 招・河及 巻 ］ 短

誤

も・
な

内雷
松地

冊
拾・

き
山

田某
安家
城域
ロ　ロロロロロ

［
遺

ひ 招・及河 巷 　　（
短

正

ま・ 宮内 十・ す 冊
な 地松 ・へミ 拾・
き
山

某田
家家
響響

DE＝コロ

て

と
り
の
ぞ
く

　）

遺
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